



















































































































































東学を創道する。以降、1861 年より約 3 年間、教義をあらわした書物を執筆する。当時
の身分社会おいて、儒教に代表される朝鮮宗教の主要経典は漢文からなっており、漢字が





拡大したが、民衆を惑わせたという罪で 1864 年に崔済愚は処刑される。 


















































者注－新組織の名前は一進会）36 。後に報告を受けた孫秉煕は 1905 年 12 月 1 日の帝国
新聞に広告を載せ、天道教の誕生を知らせる（写真 1 参照）。 
 
 
写真 1 天道教誕生の宣言   写真 2 天道教本部   写真 3 天道教中央大教会 
(帝国新聞 1905 年 12 月 1 日)  (2015 年 10 月 1 日撮影)  (2015 年 10 月 1 日撮影) 
 











が 1919 年の三一運動である。 
 1919 年、第一次世界大戦の講和条約であるベルサイユ条約が締結された際、当時のアメ
リカ大統領のウィルソンは民族自決を提唱した。これに触発され、1919 年 3 月 1 日に植
民地朝鮮で三一運動が展開される39。三一運動は、33 人の民族代表が朝鮮の独立を宣言し
て万歳を叫んだことで広がった朝鮮の独立運動を指す。33 人の民族代表の内訳は、キリス
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